
 

 

 

令和４年度  

第６回 大野市文化財保護審議会  

大野市・勝山市文化財保護審議会合同研修会  

会 議 録  

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和４年１１月２４日（火）１３ :１０~１５ :４０  

場 所  大野市役所 第１会議室・大会議室、南専寺  

 

 

 



 

第６回大野市文化財保護審議会  

 

出席者  〇委員６名 

     〇教育委員会教育長 

〇事務局５名 

 

１  委嘱状交付 

 

２  教育長あいさつ 

   教育長室から越前大野城が見え、大野の歴史や伝統を後世に残すべく頑張れ 

と言われているように感じている。 

委員の皆様には、これからの２年間よろしくお願いしたい。 

  

３  会長の選任      

 

４  連絡事項       

（１） 大野市博物館運営協議会委員    

 

（２） 文化財指定について（報告） 

     指定日 令和４年１１月２１日  

名  称  伝大野城式台前門（喜多山家長屋門） 

 

（３） 奥越史料の執筆について 

  

（４） その他 

     なし 

 

 

 

 

 



 

大野市・勝山市文化財保護審議会合同研修会  

 

出席者  大野市 

〇委員６名 

     〇教育委員会教育長 

〇事務局５名 

     勝山市 

     〇委員３名 

     〇事務局４名 

 

１  あいさつ 

  大野市教育委員会 教育長 

    私の地元の神社一つをとっても、長い歴史の中に住んでいることを、この 

年齢になって、やっと実感できてきた。 

 令和５年度には北陸新幹線が敦賀まで、中部縦貫自動車道が和泉インター

まで開通する見込みで、今後文化財の保護と観光や地域づくりでの活用を図

るため、文化財保護審議会の役割は大きくなってくる。 

本日の研修が両市の交流を深め、有意義なものとなることを祈念する。 

 

大野市文化財保護審議会 会長  

  勝山市の皆様には、本日の研修を通して、大野市のことを知り、今後の両 

市での文化財の保護に役立てていただけることを祈念する。 

 

  勝山市文化財保護審議会 会長  

    勝山では、去る１１月５日（土）６日（日）に石がたり日本遺産フェステ 

ィバルを福井市とともに開催し、文化財を巡るツアーや体験講座などいろい 

ろなイベントを行った。 

 今後、ますます文化財の保護と活用についての施策が必要とされる中で、 

本日の研修を有意義なものとしたい。 

 

２  自己紹介 

 

３  活動報告と意見交換 

大野市 別紙、「大野市における文化財保護行政に係る今年度の事業報告」を 



 

事務局説明 

   【質疑】 

     勝山市：大野市文化財保存活用地域計画（概要版）の連携体制を見ると、 

大野市文化財保存活用協議会は、オレンジで囲んである部分が福 

井県と大野市だけとなっているが、どのような団体が入っている 

のか。 

    大野市：大野市文化財保存活用推進協議会は、福井県や大野市の関係課 

のほかに、文化財保護審議会、文化財所有者、文化財保存活用 

団体、商工会議所、観光協会、文化協会、大野地球科学研究会 

が入っている。 

 

勝山市 別紙、「勝山市における文化財保護行政に係る今年度の事業報告」を 

事務局説明 

【質疑】 

  大野市：文化財行政が教育委員会から市長部局へ移ったというが、文化 

財の指定は教育委員会で行っているのか。 

     勝山市：法律の改正に伴い、文化財の指定は市長部局で行うことができ 

るようになった。機構改革に伴い、勝山市では、文化財の指定 

も教育委員会から市長部局へ移した。 

     大野市：勝山市の埋蔵文化財の調査で、弥生土器が出土した地層は、弥 

生時代のものといえるのか。 

     勝山市：土器が土砂とともに流入した可能性もあるため、発掘された地 

         層が弥生時代のものとは断定できない。 

 

意見交換 

   勝山市：おおの遺産とは、指定にまでは至らない未指定文化財と認識し 

       ているが、有形のものはあるのか。 

     大野市：地域に根付いた年中行事や伝統芸能、風習、生業などをおおの 

遺産として認証しているので、有形のものはない。 

     勝山市：指定する際は、市から依頼するのか。 

     大野市：制度上は自薦となっている。年中行事として普段の生活に根差

しているなど、住民のなかに文化財としての価値が見いだされ

にくいという特性上、市で事前に収集した情報をもとに調査を

行い、保存団体に制度を説明し、応募書類を提出していただい

ている。 



 

     勝山市：道場（どうじょう）などの数はだんだん少なくなっており、実 

際に道場の行事に参加する人も少ない。道場をおおの遺産とし 

ないのか。 

     大野市：近年、道場の取り壊しも進んでおり、大野市文化財保存活用地

域計画の策定作業中も、道場の把握と調査は喫緊の課題として

話題に上がった。建物としての道場はおおの遺産認証の対象と

はならないが、そこで行われる行事については、今後、調査を

行いたいと考えている。 

勝山市：認証された場合、何らかの補助はあるのか。 

     大野市：伝統文化の伝承を目的とした制度であることから、行事の保存

や備品の整備、後継者育成事業に補助金を交付している。ただ

し、自立を促すことを目的として、申請回数を３回までとして

いる。 

 

４  視   察  

（１）県指定有形文化財（建造物）  別添、資料参照 

南専寺山門 附 棟札（安永 9 年 4 月・安永 9 年 5 月） 

  田中指導学芸員 説明 

 

（２）県指定名勝 南専寺庭園    別添、資料参照 

  田中指導学芸員 説明 

 

５  閉   会  

 


